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本号は、子供たちに実施したものを紹介します。保護者の方同様に、大切に考え

ていかなければならない結果と受けとめています。 

 

 ＊評価の結果（上段はＡとＢの合計回答率、下段はＡの回答率） 

      Ａ「そう思う」 Ｂ「まあまあそう思う」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊赤字は、昨年度を上回った項目です。大きな変化が 2つの項目で見られます。指導の改善と 

 ともに、後日、追加の調査も行う予定です。 

 

学校長 村越 新 



◆特に昨年度から下回った項目について 

 

⑦「忘れ物はしませんか」        （２１.４ｐダウン）  

  →何をよく忘れるのか、忘れ物をしないための努力や工夫、忘れ物をしないた 

めの指導のあり方、忘れたときの学習などについて、調べていきたいと考えて 

います。学校の指導に問題があるのかもしれません。 

 

 ⑤「授業中、自分の考えを発表しますか」 （ ７.２ｐダウン） 

→ 自分の考えを持ち、それを表現することが学習の大きな目的です。手を挙げて､ 

指名された子だけが､全体に向けて発表するような従前の一斉指導は本校ではほ 

とんど行わなくなったことから、「発表」に対する子供の捉え方が違う可能性もあ 

ります。ペアの子にでも､グループの子にでも自分の考えを発表できれば良いと、 

本校では考えていることから、再調査を検討していきます。 

 

 

◆二学期終業式で､「二学期振り返り」調査を行いましたので、その結果もお伝えします。 

 

  １ クラスの友達は、全員が自分にあいさつをしてくれる      ４１.６％ 

  ２ クラスの友達は、全員が、話を最後まで聴いてくれる      ３２.０％ 

  ３ クラスには、失敗を笑ったり馬鹿にしたりする友達はいない   ５５.８％ 

  ４ 自分のクラスに、とても満足している             ５８.７％ 

 

  

 「全員」「いない」「とても」などとあえて規準を高くして聞いてみました。 

 クラスごとに集計分析した結果、「失敗を笑ったり馬鹿にしたりする子がいない」

クラスほど満足度が高いことが分かりました。当然かもしれません。「失敗を笑っ

たり馬鹿にしたりする子がいない」状況は、学校評価の「学校は楽しい」かの結果

とも高い相関関係がありました。 

 始業式の校長の言葉の中にも「失敗を笑ったり馬鹿にしたりする子がいないク

ラスを自分たちでつくってほしい」とお願いしました。三学期は「楽しいクラス」

から一歩進んで「みんなが満足するクラス」をつくってほしいと願っているからで

す。 

 

 

 

 


